
報

鞄

毒

一
重

一一ユ一ュ▼一】一

〇
欝

陸

島

の植物

護

か
投

票

竹
逆
の
韮

諾

意

十

億哩
に
あ
る

7
小
粒
で
'
下
部
は
古
さ
玄
武
岩
､
其
上
に
｡
所
労
が
の

つ
.
てゐ
る
新
火
山
比
で
あ
る
O
そ
れ
で
も
1

前
人
か
ら
の
俳
L
iyが
ゐ
オ
'

火
正
三
'
凹
坤
に
は
大
不
作
で
員
の
伽
鮮
'1
な
つ
L
lt
紙
幣
肝
か
ら
金

7
千
樹
し
か
救
鱗
が
出
な
い
､
そ
こ
で
抱
司
教
各
軍
次
郎
氏
は
'
土
民

の
鼻
な
も
の
に

『
此
抱
は
元
衆
不
死
の
疫

と
調
ほ
れ
て
ゐ
る
､
今
や
紙
幣
肺
よ
り
の
政

は
盟
が
な

い
か
ら
､
各
･E
山
に
入
っ
て
単
粒
大
政
で
鰯
か
凌
げ
』
.

と
い
っ
た
､
始
る
仰
土
民
に
山
に
入
っ
て
山
上
に
膨
し
-
也

(
て
放
ろ

『
行
番

こ
ご
言

』
ね
探
っ
て
食
ひ

T
人
の
餓
死
瀬
払
出
r義

か
つ
た
と

い
.ふ
仲
で

甘
岬
は
挿
鮎
た
る
耗
林
で
あ
っ
た
､
五
十
年
前
に
米
本
舶
寺

放
縦
の
血

材
か
逝
く
つ
た
こ
と
が
め
っ
て
棒
の
火
水
が
多
か
つ
た
が
'

今
は
如
く
な
っ
た
o
中
非
棚
士
の
研
究
に
･･i
る
と
特
性
比
は
淡
耕
=L
以

前
か
､I
隣
地
と
離
れ
て
,
7
1
に
畔
光
の
枝
物
抑
]せ
つ
-
つ
た
榔
柿
の
地

域
で
あ
る
､
こ
の
応
は
今
こ
そ
孤
立
の
火
山
粍
･)i/
あ
る
が
'
北
ハ基
部
み

な
す
古

い
玄
武
･=村
の
土
地
が
.
日
脚
み
つ
な
ぐ
陸
地
又
は
北
二

部
の
中

に
爪
氷

て
ゐ
て
､
廿
の
陸
に
虫

へ
て
あ
た
晋
の
絃
伯
が
新
成
の
火
山
た

る
紛
陛
招
丸
山
に
移
即
し
た
後
に
､
背
の
土
地
は
陥
没
L
去
っ
て
岱
陸

島
の
み
が
細
っ
た
の
で
'
僚
棉
古

い
時
代
の
舵
的
群
が
山
水
た
-
の
で

み
る
と
考

(
ら
れ
て
ゐ
る
O
L
か
し
て
侍
性
格
に
み
ろ
三
宵
七
十
二
相

の
馬
鮮
机
物
の

.申
三
十
四
秤

ほ
=
1
の
特
産
で
あ
る
｡
坤
に
-
'
タ
ケ

刺

戟

ツ
7,
ユ
-
､
タ
か
シ
マ
ブ
ナ
､
オ
ホ
ス

ハ
マ
サ
･>
､.
タ
ケ
シ

マ
モ
ク

ケ

タ
ケ
ツ
マ
ツ
ヤ
･-
リ
ガ
ウ
'
オ
ニ
イ
メ

十
､
･&
り
､

F.
サ
ラ
ダ
ニ
'～
卜

Tt
が
尤
･i
洗
口
す
べ
き

も

の
で
'
何
れ
も
分
地
の
願
出
か
ら
見
て
古

い

時
代
の
柄
物
で
め
t:
と

い
ふ
?
J
あ

叫
で
斗
リ
桐
は
､
我
柳

へ
は
常
陸

他
人
が
此
砧
か
､h
斡
大
し
た
が
朝
鮮
に
は
安
那
か
ら
路
枇
L
Li
シ
ナ
キ

-
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
故
に
､
‖
本
刑
の
原
産
地
は
此
幣
降
臨
で
か

る
'
キ
-
ほ
今
玄
資
料
に
入
れ
て
み
る
け

れ
ど
も
'
独
立
の
朴
キ
リ
科

み
作
る
べ
き
も
の
で
'
米
比
の
癖

酷
で
あ
る
が
'
支
部
に
特
産
七
秤
､

亮
潤
に

7
柿
､
日
本
に

1
榔
併
せ
て
九
種
し
か
な

い
'
=
の
珍
ら
し
い

樹
が
支
那
､
姦
増
か
ら
速
-
離
れ
て
J
Jの
梅
に
あ
る
の
私
見
て
も
t
L

か
-
ご
て
れ
が
日
本
キ
-
の
原
産
地
で
あ
S(.)の
み
見
て
も
､
こ
の
砧
の
枯

伯
仲

の
山
水
の
久
し
さ
も
の
た
る
み
推
･..凡
L
う
る

と

い
ふ
こ
と
で
あ
る

0

チ

ー

ク
材

の

現
在

及

将

来

混
雑
は
納
伽
と
共
に
チ
-
ゲ
の

蹟
地
と
し
て
辞
氷
村
名
で
あ
る
が
､
革

拭
糾
如
何
と
云

ふ
に
チ
-
〃
牧

政
局
私
流
過
す
N5
･も
の
か
ら
推
し
て
中
軸
約
十
三
舵
四
千
本
tI
達
す
る

即
ち
糾
佃
サ
ル
ウ
イ
)･
川
か
流
下
し
て
ム
ル
メ
ソ
収
相
克
向

〔
週
経
は

特
に
此
地
に
収
枕
里
仲
旺
-
)
布
地
過
す
る
も
の
的
E
読

本
'
メ
十
4

本
沈
み
下
り
パ
〃
ナ
ム
ポ
ー
牧
総
局
か
近
地
す
る
-
l
り
九
溺
四
千
本
で

あ
る
､
サ
ル
･1
イ
ソ
河
私

下
る
-
の
け
脚
-
描
-
'
メ
ナ
i
河
谷
下
る

も
の
は
山
よ

り
切
り

的
rJ
れ
､
両
州
の
聯
氷
期
に
下
流
に
恥
で
､
パ

オ

ナ
ム
ポ
ー
に
珪
す
る
迄
1
此
間
鰯
ふ
Jは

1
.
二
年
､
長
<:ほ
空

六
年

TfI嬰
す
る
め
で
あ
る
'
ナ
毎

丸
太
は
バ
ク
ナ
ム
ポ
ー
に
於
て
fH
.川爪
Y
tら

れ
る
小
郡
打
払
除
4
,て
多
-
ほ
政
務
久
代
仲
介
人

の
平
祐
総
て
､
盤
谷

の
製
材
所
に
沌
リ
'
同
桝
で
娘
材
上
版
封
ぜ
ら
れ
る
段
取
と
お
る
O

=

1
3
'

<

)



地

球

節
七
怨

塊
材
桝
の

火
Li
ソ∩
も
の
は

ア
ン

グ
ロ
サ
イ
ア
4
骨
枇
t
か
ン
ベ
イ

fl
I

マ
倍
T;;
-
肘
ル
ネ
オ
伊
仙
､

ル
イ
ス
レ
オ
小
-

エ
ソ
骨
敵
軍
よ
と
し
て

英

人

系
の
,甜
骨
批
で
あ
る
が
､
他
'1
仰

公

人
よ
り
丸
大
警
S
.
l
浬
て
'
製

材
及
非
脱
小出
に
従
琳
す
る
多
-
り
娩
材
折
が
み
る
'
之
は
文
邦
人
の
雛

静
が
多

い
｡

丸
大
の
取
引
は
現
金
,S
幣
鵡
と
し
､
又
丸
太
S
盛

鑑
別
に
は
特
別
の
I熟

敵
と
孜
柵
と
み
却
L
､
華
評
僻
.1
ほ
公
訴
さ
れ
た
裡
郷
抑
よ
る
ビ
カ
ッ

ト
袋
に
掠
り
､
丸
大
の
,取
引
は
米
に
望
郷
の
業
と
Ⅷ
つ
て
ゐ
る
'
丸
太

の
地
政
部
分
TS,湘
材
と
し
北
嵐

か
揮
根
及
測
材
と
す
る
､
九
鵜
四
十
本

十
凹
.舐
噸
の
,丸
大
は
=
の
地
相
の
紳
北
九
鵜
四
千
噸
と
な
り
､
内
約
三

割
七
分
の
内
地
約
款
み
除
い
て
砧
り
五
胡
九
千
岬
が
暁
出
さ
れ
て
ゐ
る

最
近
五
ケ
中
岡
の
瞭
出
は
先
の
か
-
で
あ
る
.

叫
九
二
二
舛

五
九
'
二
四
八
噸

7
九
二
三
年

五

一
p
八
五
六
噸

7
九
二
四
年

五
八
'
二
七
八
噸

7
九
二
式
中

五
八
p
二
八
四
噸

f
九
二
六
年

四
二
'
八
四
九
雌

=
の
内

丁
榊
四
分
は
錫
蘭

へ
'

7
割
三
分
は
支
那
へ
､

l
剖
二
分
六
位

は
日
本

へ
仕
向
け
ら
れ
た
｡
放
洲

(
ほ
中
年
品
以
上
の
舛
接
別
で
蛍
的

折
の
も
の
が
多
-
'
印
蛇
行
の
-
の
は
番
托
脱
髄
で
あ
る
が
'
日
本
向

は
内
村
と
肝
で
あ
っ
て
､
水
日
払
珍
説
す
る
の
で
.
放
血
質
の
も
の
が

仕
向
け
ら
れ
る
O

サ
ー
〃
の
肝
炎
は
今
日
に
於
て
ほ
悲
肋
ru
れ
て
ゐ
る
'
職
時
好
=･:加
硫
時

代

に
は
七
俳
棚
も
輸
出
さ
れ
た
が
'
其
以
筏
減
少
し
つ
ゝ
あ
る
勢
で
'

内
地
脚
北
兜
が
潮
聯
す
る
･上
岡
帖
に
､
山
地
の
丸
火
的
し
数
が
滅
し
っ

ー
あ
る
純
様
で
あ
る
か
-
'
今
筏
は
輪
･=;
=州
-
し
て
地
小
即
の
‖材
料
が
少

第
先
験

甲
こ
い

八
二

ヽ
0

〇

瑞

典

の
格

童

瑞
北
南

の
孟

剖
二
分
は
総
称
で
'
耕
地
は
約
九

介印
t
.
米
鹿
北
は
約
三
分

!
'
稲
梓
は
十
二
分

7
､
(
河
僻
四
十
凹
胡

八
千
か
岬
)
と
桐
せ
ら
れ
､
北
郷
地
方
に
放
て
は
､
粒
及
価
締
鞍
放
り

大
-
ほ
な
ら
ね
が
､
亭
々
と
し
て
枇
宜
し
欝
脊
i
:
る
林
利
払
かLj
L
､
南

部
地
方
で
は
自
陣
､
椎
'
柳
'
樺
'
粉
及
棉
韓
の
雛
水
杯
が
多

い
'
窺

候
が
過
帖
で
土
蚊
が
肥
沃
で
'
森
林
榊
如
以
耗
概
し
て
多
叫
か
総
て
ゐ

る
と

同
岬
に
瀬
林
似
誠
が
十
分
で
あ
る
薦
め
に
.
而
部
は
師
稗
の
制
令

に
多
魔
の
永
材
が
で
そ

化
し
南
部
地
方
の
水
村
は
主
と
L
LtJ
阿
内
脚

教
に
充
併
せ
ら
れ
､
北
部
地
方
の
木
材
は
主
と
し
て
輸
出
に
仕
向
け
ら

れ
る
｡

耽
洲
謝
樹
林
地
iJ
t-.萩
林
の
間
横
は
人
口
田
に
対
し
七
十
四
へ
グ
ゲ
ル

な
る
が
瑞
兆
の
夫
は
人
口
紺
に
射
し
凹
甘
九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
る

券
関
わ
除
-
外
衣
林
間

稀
に
於
て
瑞
兆
の
前
に
的
ず
る
も

の
が
な
い
'

今
=L
界
の
林
床
囲
み
列
記
す
れ
ば

国

名

加

奈

陀

芽

蘭

ノ
ル

ウ

ェ
ー

露

樹

瑞

兆

栄

樹

溌

林

田

硫

ヘ
ク
タ
ー
ル
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o
o
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T
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0
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㌧0
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㌧00
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岡
碕

二
封
孟

dn
分
化一八

､
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三
､

三
'

空

､

ニ
現
､

7
九

7
三
輪
出
耕
､冠

≡
ニ.〇
筑
tO
C20

≡
山ハ'三
脚
､

000

≡
7r
l蒜
､0
0
0

喜
0
'二
言
'00
0

志

へ

孟
fgrO
O
O

空

0
'三
Cこ
,O
O
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そ

‥
で

瑞
兆

の

林

柴

は

抑
IJ川
S
T

火
嬰
波
川で
あ
る
か
ら
､
舵

い
林

野

か



科

塔
的
に
放
り
現
し
､
林
産
仙倒
係
の
諏
工
発
も
取
結
せ
し
め
て
ゐ
る
､
都

合

や
よ
い
邸
に
は
水
村
跳
柏
の
紹
め
に
非
常
な
水
越

の
仮
払
和
し
て
ゐ

る
=
と
で
あ
る
'
黙
し
=
の
陶
で
は
森
林
地
は
水
源
摘
発
地
で

あ
る
外

に
水
の
廃

れ
が
綻
-
て
丑
が
.多

い
叉
撒
布
源
が
あ
っ
て
水
力
利
用
Li
過

し
､
河
口
に
は
壮
大
な
飯
場
や
パ
.ル
ヅ
又
は
製
紙
工
場
が
散
和
し
て
滴

る
0

水
力
瑠
範
代
G
ota.M
otAla.
D
at.
V
esterd
a1.
A
n
g
erm
an.
Lu
t
e

川
に
約
ひ
て
教
職
肝
.
散
在
L
t
固
有
の
水
力
数
馬
肝

が
満
っ
て
鈍
迫

髄
他
ね
や
つ
て
ゐ
る
枕
で
あ
る
共
可
利
用
水
力
六
吋
端
ル
カ
と
桐
せ
ら

れ
て
ゐ
る
｡

又
水
路
の
利
用
は
三
流
キ
ロ
で
各
年

1
.
七
七
八
'
0
0
0
､
0
0
0
0

咽
の
木
材
私
流
T･1
す
る
､
冬
期
永
結
す
る
呼
に
は
聯
滞
L
t}
河
畔
に
遊

ぶ
｡
森
林
の
六
割
二
分
は
私
有
で
'
三
割
へ
分
は
陶
材
で
あ
る
｡
林
滋

と
し
て
馳
材
業
､
水
細
工
米
､

パ
ル
プ
柴
製
紙
工
菜
'
醸
造
柴
が
あ

る

7
九
二
四
咋
永
材
及
郷
材
の
輪
山
部
は
二
億
八
千
五
甘
胡
冠
に
上
り
､

絶
樹
山
部
の
二
割
二
空

ハ
放
七

㌧
か
占
め
て
ゐ
る
･
･(
ル
プ
及
眺
望

7

倍
四
千
九
宵
慌
冠
で
絶
輸
出
の
二
割
七
分
七
度
二
毛
､
北
ハ
仙
水
洗

タ
ー

ル
'
水
耕
等
の
副
掩
物
の
輪
川
和
加

へ
る
と

]
切
の
林
耗
及
加
工
品
の

梅
山
は
蛾
此
ハ粗
粕
川
の
六
割
で
l,q
る
か
ら
粂
-
批
非
に
放
け
る
水
の
樹

と
い
っ
て
よ
い
o

o

ブ

ラ

汐

ル
加

堺

珊
外
れ
蜘
俳
誌

衣
で

蒜

に
之
私
二
つ
に

分
赦
す
る
"Bra
Z
it"
及

"
M
itd
s｡
之
で
あ
る
､
徴
新
は
プ
ラ
-:)
〃
以

外
凡
て
の
地
方
に

栽

柵
ぜ
ら
る
1
蜘
排
の
紙
料
で
ミ
ル
ヅ
と
い
(
i･1
戎

柿
の
弧
を
弧
は
礎
+
,軸
排
わ
も
包

含
す
る
私
以
て
袈
許
に
鰯
す
る
正

耽

難

報

な
る
徽
明
が
山川
氷
な
い
｡

7
九

7
九
･坤
乃
茸

7
九
二
三
年
仙川

B
razil

は
=;
外
輪
S=
の

叫
中
神
均
六
二
%
蛸

M
ild
s
は
三
七
郎
六
で
あ

っ
iI
､

お
こ
秤
の
湖
排
は
史
に
栽
珊
地

又
は
輸
出
船
の
名
柿
に

囚
み
て
分
封
ぜ

ら
れ
る
､
化
し
役
務
は
緯
度
､
土
状
､
窺
傾
栽
･蛸
方
法
韓
の
和
迩
が
封

し
い
か
ら
､
前
額
.ii
比
し
て
伸
質
Ji
鯉
棟
が
非
常
に
多
い
､
そ
こ
で
ゾ

ラ
汐
〃
と
い
へ
ば

1
九
二
四
年
の
加
JT,金
輪
的
品
小
柳
排
が
七
五
%
私

占

め
数

丑

l
四
､
二
六
六
'
0
0
0
銀
慣
絡
三
二
〇
二

二
八
六
.
O
rJ

O
非
に
上
る
と
い
ふ
勢
で
あ

っ
た
｡
大
紙
の
脚
で
酬
排
樹
は
北
拭

三
中

級
か
ら
若
干
生
産
す
る
が
､
摘
果
に
な
る
の
は
五
六
年
我
で
､
そ
れ
か

ら
十
革
六
年
悶
絶
綬
す
る
､
開
花
期
径
約
七
'
八
ケ
月
筏
に
成
熟
す
る

伯
刺
四
術
で
は
五
月
に
収
超
私
初
め
て
九
月
迄
つ
せ
い
て
牧
雌
す
る
､

こ
れ
は
総
皮
と
天
候
の
関
係
で
同
iJ
南
米
で
.も
Tt
P
y
fi,
ア
ほ
四
月
か

ら
t
.七
月
菜
で
､
十

7
月
及
十
二
月
の
二
期
の
牧
癌
が

あ
っ
た
り
.
四

印
鑑
で
tL‡
八
月
か
ら
三
月
ま
で
'
ジ
ャ
ダ
ア
で
は
五
月
か
ら
i
I
月
ま
で

阿
抑
制
加
で
は
年
中
植
琉
し
て
耽
縫
す
る
と
い
つ
ii
凪
の
-
の
で
あ
る

ブ
ラ
.･,N
-
で
伽
排
が
輪
湖
輔
ET

な
っ
た
の
は
'

7
七
六
七
年
以
衆
の

=
と
で
､

俳
伽
ギ
ア
ナ
か
ら

パ
ラ
州

へ
=
の
樹
み
移
植
L
Li
の
ほ

T
七

二
三
年
で
あ
っ
た
､
下
っ
て
7
八

0
0
年
に
漸
-
-
オ
デ
汐
ヤ
ネ
イ
32

か
ら

7
袋
の
軸
排
が
輸
出
さ
れ
た

低
の
こ
r･J
で
あ
っ
た
7

7
八
三
五
年

よ
で
は
北
ハ先
達
は
迎
々
と
し
て
ゐ
L
i
'
が
'
そ
の
後
大
規
模
の
抑
作
が

ほ
i)
よ
り
t

T
八
四
二
年
に
if
収
雄
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
珊
鼎
の
伽
柳

樹
に
な
hL̂･
や
､t
に
な
っ
た
､
北
ハ叔
大
地
産
は

1
九
〇
六
I

T
九
〇
七
年

の
牧
楼
輸
出
二
千
鵜
袋
と
い
ふ
岬
で
あ
る
..
叔
勧

-
オ
が
こ
の
醸
==
の

中
心
で
あ
っ
た
が
'
サ

ン
パ
ウ
ロ
は

Z
八
九
四

年
度に
於
て
其
低
位
か

巴

､七

八

三



地

滅

第
七
脅

碑
ふ
に
至
っ
た
.共
時
サ

ン
パ
ウ
ロ
の
瑚
排
樹
故
竺

二
億
本
で
虫
塵
均
'

7
〇
七
､
四
八
六
袋
に
超
し
､
リ
オ
よ
り
も
軍
的
袋
か
多
く
稔
れ
し
た

が
二
九
〇
〇
坤
度
LL
は
村
数
六
億
山ハ
千
端
本
､
也
蹄
九
千
溺
袋
に
な
っ

て
与
た

に
-
不
的
､
-
オ
の
方
は
馳
少
し
な
い
の
で
'
今
日
で
は
サ
ン

パ
ウ
ロ
は
洲
排
S
L骨
都
･JJ
な
り
'
其
織
目
大
地
た
る
サ
ン
ト
ス
は
珊
鼎

放
火
の
伽
排
愉
出
港
と
仰
が
る
･,

や
う
に
な
っ
た
の
で

あ

る
.
即
サ
ン

ト
ス
は
命
愉
川
の
六
九
'
八
軒
-

サ
デ
汐
ヤ
ネ
イ
ロ
は
三

二
%
ゲ
イ
ク

ー
-
γ
淋
四
%
九
､
バ
ヒ
ア
港

7
%
六
ぺ
ル
ナ
i
ブ
コ
港
〇

六%
と
い

ふ
覗
舵
で
あ
る
O

劫
排
産
山
上
の
主
群
六
州
は
多
少
柄
杓
港
の
順
低
み
迫
っ
て
､
サ
ン

バ

ウ
P
t
rrJ
ナ
ス
ゲ
ラ
羊
ス
､
-
オ
デ
汐
十
ネ
イ
P
r･
エ
ス
3)
リ
ト
サ
ン

ト

'

バ
ヒ
ア
及
べ
ル
ナ
i
ブ
コ
S
.諦
州
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
は
全
問
の
栽

培
耐
稗
三
､
二
七
六

､
三

五
八
平
廿
唖
に
対
し

て

〓

三

二
七
九
平

方
哩
の
蹄
4
,み
占
め
て
ゐ
る
､
惣
ら
-
現
在
は

7
.
0
0
0
へ
〇
〇
〇
､

0
0
0
本
の
樹
が
裁
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
の
即
,で
あ

る
'
こ
の
問
の
輸

出
の
五
十
%
は
米
問
に
向
ひ

7
年
平
均
六
､
凹
C
O
t
0
0
0
公
休
樹

へ+

六
〆
二

､
〇
五
六
､
八
四
九
袋
､
伊
大
利
(
八
二
二
'
六
五
七
袋

御
船

へ
七
二
八
､
二
八
七
鍔
で
､
妃
年
は
=
の
四
倍
樹
が
ブ
ラ
.ジ
ル
軸

排
の
什
内
地
で
あ
る
､
た
ヾ
し
他
界
に
蜘
排
か
光
も
多
-
飲
む
櫛
比

は

ス
カ
ン
ヂ
ナ
･ピ
ア
諸
相
で
平

均

7
年
に

7
人
常
十
五
卦
庇
で
あ
る
が
､

之
に
つ
ぐ
-
の
は
米
国
で

丁
八
に
十
二
卦
臆
か
ら
脚
光
す
る
､
人
口
-

多

い
問
で
お
ろ
か
ら
他
罪
の
助
郷
斑
易
の
凡
そ
二
分

T
か
伶
人
し
て
飲

む
の
で
あ
る
'
放
洲
で
は
T
坪
､･=瑞
兆
r
那
戚
'
卿
肘
の
脚
光
が

山
人
伴

.1
し
て
F
栄
脚
以
上
で
あ
り
"仰
山附
所
:
耳
我
な
ど
が
=
れ
に
つ
ぐ
､
英

飾
.九批

E
7
(

八

凹

脚
及
加
奈
陀
で
は
肝
放
免
が
少
′＼
て
'
多
-
ほ
茶
み
肺
炎
す
る
､
獅
池

及
伺
快
で
は
迩
か
に
少
い
け
れ
ど
も
之
在
日
本
や
女
郡
に
比
べ
る
と
劫

排
布
飲
む
方
の
側
に
洗
っ
て
か
ら
う
O

O

エ

ク

ワ

ド

ル
固

事

情

H
タ
グ
ド
ル
樹
抑
桜
は
概
弗
四
空

､

7八
〇
平
方
粁
'
其
内
H
fE九
､

五

7
九
平
方
粁
げ
gLLi非
及
山
地
の
糊

故
地
域
の
十
五
州
和
含
み
､
三
〇
凹
､
二
三

仙
平
方
粁
げ
如

部
の
二
州

人
口
締
細
の
林
地
に
屈

し
'
七
へ
四
三
〇
平
方
軒
は
コ
ロ
ン
群
抱
の
.両

税
に
し
て
人
口
締
粕
な
る
､
七
十
七
個

の
火
小
の
掩
々
よ
り
な
る
部
分

な
り

､
班
オ
及
両
方
功
罪
紗
は
阿
際
係
軒
開
放
と
な
り
居
り
て
ま
だ
決

先
ぜ
ず
J

Z
八
二
丸
印
及

一
九

二
ハ
年
の
二
回
に
亙
り
､
ペ
ル
ー
､

rJ

P
y
ビ
ア
の
こ
樹
に
対
し
て
自
己
の
領
土
fS.割
き
'
澱
制
七

7
四
J
八

六
〇

平
方
軒

の
図
士
が
現
衣
四
五

1
'

7
八
〇
平
方
都
に
減
少
せ
る

也

､
鼠
候
は
亦
5,｡)
政
下
に
あ
り
て
t

f
年
み
出
し
て
四
季
の
区
別
は
存

せ
ず
'
さ
れ
ど
も
土
地
高
rO
が
故
に
何
等
熟
柿
坤
と
肺
す
る
私
得
ず
O

米
蜘

ロ
ッ
ク
フ

モ
ツ
ー
研
究
伊
野
日
英
他
氏
は

叫
九

二
八
年
七
月
十
五

日
ヱ
ク
リ
ド
･1
､

グ
ア
ヤ
キ
ル
に
触
手
九
日
間
研
究
の
約
兆
･f:･=
熟
嫡
齢

谷
汲
兄
L

y
ク
チ

ン
療
法
み
試
み
て
同
病
の
滑
按
及
粗
弘
に
成
功
し
肘

衆
=
の
恐
る
べ

き

凪

土
柄
は
･エ
ク
ア
ド
ル
に
於
て
地
心
桃

ふ

に
hri
れ

り
'
又
=
の
図
は
秤
々
の
方
法
各
紙
じ
て

其
他
の
悪
疫
の
鹿

畔
鞄
防
に

努
力
し
た
る
究
め
､
7
日
下

一
般
衛
生
放
怨
は
著
し
-
改
藩
ぜ
ら
る
1
に

至
れ
り
.

正
確
な
る
人
目
調
教
存
在
せ

ざ
る
も
官
五
十
粥
と

抑
井
せ
ら
れ
ア
ン
デ

ス
山
地
LL
人
目
舛
虎
穴
に
桁

梓
地
=
れ
に
つ
ぐ
之

,仲･人
相
別
に
す
れ
ば

六
十
約
人
は
欣
抑
H
人
S
筏
満
､
四
十
大
鞘
人
ほ
il;
代
土
常
人
の
後
輪



八
鶴
人
は
艶
…人
系
に
し
て
TTT十
鵜
人
は
蝕
む八
-
･ir
人
と
の
加伽
血
せ
る
メ

ス
サ
グ

M
e
stiz
o
及
q
fフ
ト

M
u
]ato
に
し
て
他
は
東
部
地
方
の
帝

蝿
に
解
し
'
ヒ
バ
ラ
'
サ

バ
ヲ
寄
り
族
あ
り
｡

エ
ク
ア
ド
ル
に
水
仙
せ
る
移
民
は
少
し
､
こ
れ
主
と
し
て
交
池
機
刷
り

不
価
が
､
移
民
に
鴻
常
な
る
=1Y菜
舵
拭
地
の
地
紋
に
大
な
る
随
省
み
朗

へ
屠
る
た
め
に
し
て
'
移
拭
誘
人
の
炎
約
み
な
し
た
る
も
所
期
の
日
的

な
達
す
る
こ
と
か
押
す
'
金
閣
の
人
口
密
庇
平
均

叫
平
カ
キ
E
に
五
人

億
の
稗
庇
な
れ
ば
'
労
力
の
不
足
は
耕
懇
な
る
邸
賃
に
し
て
'
放
牧
の

不
振
な
る
金
-
之
に
伐
る
仰
多
L
t
移
民
私
供
給
L
､つ
べ
き
静
蛾
に
於

け
る
エ
ク
け一ド
ル
に
関
す
る
批
評
は
不
串
に
し
て
今
日
迄
不
館
に
恋
し

-
蘇
偶
の
不
順
,el誇
張
さ
れ
'
日
数
的
移
民
一秒
し
て
純
水
T&
鵬
蹄
せ
し

め
た
り
て
い
ひ
て
柚
力
外
人
の
出
水
和
地
む
ろ
も
北
ハ効
弟
米
だ
火
な
ら

す
､
日
下
移
拭
の
数
洲
-

1
茂
其
火
部
分
は
交
邦
人
､
之
に
つ
ぐ
は
伊

東
別
人
に
し
て
､
本
邦
人
の
衣
倒
す
る
も
の
赦
ど
な
し
｡

Z
八
三
〇
年
五
月
十
三
日
t

Tt
P
ン
ピ
ア
の
端
緋
か
促
し
た
る
民
主
非

和
樹
な

る
が
政
情
不
安
に
し
て
閥
氷
芯
紙
の
改
i
eぜ
ら
る
ゝ
こ
と
十
教

則
に
及
べ
リ
'
骨
肘
キ
ト
ー
は
人
口
十
耽
､
非
pH
胎
地
グ
y

ヤ
キ
ル
も

亦
十
曲
の
人
口
あ
り
緑
川

品
は
カ
カ
∬
怨
節

T
と
L
t
タ
グ
ア

象

牙

榔
ナ
)
棚
排
等
之
に
つ
ざ
破
談
､
鉄
石
'
パ
ナ

マ
帽
､
綿

花
ヽ
皮
非
等

,S
輸
出
す
れ
ど
も
'
何
分
陶
土
の
槻
党
未
だ
十
分
な
ら
ざ
る
が
故
に
貿

易
の
碓
沈
締
々
と
し
て
迎
よ
ぎ
る
状
況
に
め
り
O

O

ポ

ス

ト

や

ス

パ
ー

グ

の
満

俺

何
阿
キ
ン
バ

レ
ー
み
去
る

相
方
l･;
哩
Po3tm
lSburg
の
満
仲
は
批
非
..Tg
大
の
倣
山
で
北
ハ貯
裁
恩

に
十

位
伽
噸
に
止
る
と
抑
掌
b
あ
ー
､
英
銀
石
は
棒
銀
作
柴
に
飾
り
熔

軸

報

餌
蝕
み
仰
山鵜
す
る
煉
な
-
､
北
ハ質
監
碑
に
し
て
狙
掛
､
鎚
報
の
た
め
に

破
れ

る
こ
と
が
な
-
て
作
業
に
於
て
光
-
解
党
で
あ
る
t
.今
回
‥
の
銀

山
敬
加
わ
目
的
と
し
て
栄
樹
の
ユ
ニ
オ

L
.

マ
ン
か
ニ
ー
ス
､
カ
4
パ

ニ
ー
設
立
せ
ら
れ
資
本

(
前
二
千
五
官
樺
で
銀
山
敬
洲
特
許
帖
を
柑
た

雨

阿
蛾
造
か
ら
の
支
抽
敷
設
兜
に
二
十
:北
伐
襟
や
蛇
供
し
､
年
餌
二
十

溺
噸
み
下
ら
な

い
飾
石
谷
巡
搬
す
る
と
い
ふ
樵
約
か
櫛
糾
し
六
､
,
,め

鉄
石
は

E
ast･!o
n
d
o
n
船
(桐
阿
東
搾
)
に
迭
-
･J
れ
て
J
そ
れ
･･i
り
栄

樹
.1
巡
ば
れ
る
､
栄
樹
の
今
日
耐
火
す
る
満
佃
の
七
C
)%
托
す
べ
て
輸

入
品
で
あ
る
か
ら
'
こ
の
二
十
鵜
噺
が
数
年
径
に
束
に

野

火
す
る
こ
と

は
明

か
な
こ
と
で
あ
る
'

い
づ
わ
は
,
)
の
地
方
に
浦
俺
柵
敬
工
場
払
設

立
す
る
や
-
に
な
る
で
あ
ら
う
｡

0
人
造
絹
糸
の
発
達

他
捗
的
Li
入
社
絹
糸
は
発
達
し
F
'
望

邦

商

業
骨
碗
伊
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軸
比
昔
従
へ
は
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九
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四
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酢

ポー

匪

六
㌧
三
〇
〇
'

00
0

鵜

図

九
､
0
0
0
'

〇
〇
〇

I;

図

1

凹
'
0
0
0
'
0
0
0

粕

四

二
㌧
七
〇
〇
㌧
0
0
0

伊

大
利

叫
二
'
六
〇
〇
㌧
0
0
0

英

樹

六
二
二
〇
〇
.
〇
〇
五

和

櫛

三
㌧
二

O
U
t
0
0
0

喚

尉

T
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地

凍

節
七
番

即
恥
関
節

f
,
伊
大
利
､
欄
追
及

英
樹
之
に
つ
ぐ
.
人
造
綿
糸
は
償
綿

安
定
し
t)J
任
用
し
や
す
-
､
･日
払

約
糸
と
の
配
食
み
後
難
に
し
て
､
手

序
に
し
て
珊
嘘
あ
り
'
且
戯
る
光
弾
め
ろ
紙
物
み
墳
現
せ
る
施
め
に
､

諦
陶
の
附
出
方
は
年

々
将
加
の
勢
に
釣
り
､
海
外
に
て
弛
糾
せ
ら
ろ
1

絹
神
の
小
人
出
絹
糸

は
井
原
料
竺

二
分

7
私
含
む
に
至
=
り
と
い
ふ
｡

o

地

球

拳

固

講

演

曾

概

況

三
1-
十
九
日
地
球
桝
川
虫
催
大
阪

朝日
新
川
批
待
桟
の
下
に
伺
祉
附
属
朝
日
骨
仲
に
於
て
左
記
題
目
の
下

に
純
綿
骨
私
的
促
し
聴
衆
約
六
甘
痛
感
批
鮎

に
閉
骨
す

7
他
宗
岨
鞘
抑
減
の
可
能
性
に
就

い
て

･Ee･堺
博
士

一
升
後
難
山
地
鐙
に
搬
ほ
れ
た
る
地
建
純
と
地

弱
繰

規

準

士

7
地
鐙
の
轍
知
方
法
の
現
状
に
つ
い
て

理

拳

博

士

小
川

疎
給

中
村
新
米
雌

粒
山

湛
稲

0
徳

島
支

部

徳
捲
煤
'1
挙
国
支
部
が
成
立
し
､
本
望

耳

よ
り

束記
四
名
の
役
且
の
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